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1古今集歌人伊勢の娘、中務の家集の注釈を試みる。本紀要五八号「中
務集注釈（一） 」以来、六三号「中務集注釈（六） 」に至る六回において、中務集二類本、冷泉家時雨亭文庫蔵資経本二九八首の注釈の試み行い、加えて六四号「中務集注釈（七） 」と六五号「中務集注釈（八） 」において、資経本に収載されず、西本願寺蔵三十 人集、歌仙家集本および旧前田本のみに存在する歌の注釈を行った。「中務集注釈（一） 」と「中務集注釈（二） 」は、研究会で問題となった歌を抜粋した注釈であったため 本号では、そこで省略した を改めて検討し、 「中務集注釈（九） 」として掲載し 補遺にあたるものであり、続きの補遺も次号で完結の予定である。「中務集注釈（一）～（八） 」について、ご教示を賜った皆様に深く感謝申し上げる。各歌の文責を次に示す。二・三・四・五（加藤） 、七・八・九・一〇























































































時代に思いを馳せた。一番歌から一〇番歌まで村上朝名所絵屛風歌として一群をなす。増田繁夫氏前掲論文（ 「中務集注釈（一） 」 （ 『日本女子大学紀要
　
文学部』第五八号、平二一）一番歌［語釈］参照）は、当該の





































伊勢） 。 「臥し身」と「暮れ」 「宿や借らま
し」が響きあう。○散りかふ空
　「散りかふ」は、あちこちに乱れて散

















































る、人目をはばかる） 」意を掛ける。 「人目のみもる山なりとかけはしの木の下陰は月も照らさじ」 道済・二五八） 。○呼子鳥
　
人を呼ぶように




















































































































































































































順）のように、特に恋歌において浮薄な人の心や不安定 状態などの比喩として詠まれている。当該歌 浮島を女性として擬人化 たものとして解した。○立ち寄る浪
　「あひしりて侍りける人を、ひさしうとはず



























ぶものとして詠まれる例や、春風を「東風」と解し、 『礼記』月令の「東風解凍」を踏まえて氷を解かすと詠む歌も多い。同時代では、 「麗景殿女御歌合」に「春風」題が見える。 「春風／山川のみかさまされり春風に谷の氷はとけ けらしも」 （麗景殿女御歌合・三） 。○氷解く風
　『礼





































山里と都との対比。 「ふるさとと思ひなわびそ桜花ほかの色にもおとらざりけり」 （京極御息所歌合・十四） 。○にほひ
　
鮮やかに映えて見える





































































「芽」の掛詞。 「いにしへのかたみにつめ 若菜ゆゑ見るこのめにもみつ涙かな」 （定頼・一三一） 。○みゆるなるべし
　
中務以前に例が見られな
























































































































































の花も見るべきで あるが、の意。 「花見に 行くべきものを青柳の糸手にかけて今日はくらしつ」 （貫之 四八） 。○我が宿 花
　
私の家の桜






















































































































































































































は雪のうちにもと色 へぬ松 ざりける （貫之 二七九） 。○世にすみのえに
　
世に住むという名の住之江に、の意。地名「住之江」に「住む」



























































波」は、藤の花房がなびくさまを波に例えた表現。 「藤浪の花は盛りになりにけり平城 みやこ 思ほすや君」 （万葉・巻三・三三〇
　
大伴四


























































あまたの年の秋は経にけり」となるが、その場合、 「女郎花」の歌で「かり」と「 より」が同時 詠み込まれ のは当該歌のみである。そこから「たより」は「かり」から「雁」を想起して起こった誤り 可能性も考えられる。また、この歌を他本に従って校訂し、 「女郎花は、狩りの時のか そめの便りを聞いていた間に、多くの年の秋を経てしまった」と、 「女郎花 を主体に詠んだ として解釈することも不可能ではないが、屛風の場面としては「野に狩りしたる所 とあり、恐らくは狩りをする男性が描かれていたと思われる。　
参考として貫之の屛風歌を見ると、 「小鷹狩」と明示された歌に「秋


























































からの）手紙をみて居る」のに対して、他本では「男、文書く」等、男のほうが女に恋文 書くのである。相手 冷淡さに泣き、 「恋しい人が
14
水際に咲く菊であったなら遣水の流れとなってでも姿が見られるのに」と思っている、という歌の主旨からは、底本の詞書のほうが相応しいか。しかし、女につれなくされても諦められず なおも恋文を書き続けている男が、その切ない心情を詠んだ の、と考える らば、他本のように男が手紙を書く図柄としても不自然ではないであろう。
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